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[要旨] Vampyrophrya pelagica の生活史は，細胞の形態と機能が異なる 4 つのステージから構成される。Phoront 期には，宿

主であるカイアシ類に付着するための柄や，シスト壁が形成される。さらに，この時期の細胞内には，多層膜状構造が確認

されている。本研究では，この時期における細胞内構造の変化を電顕的に解析した。その結果，phoront 初期における細胞表

層には，柄やシスト壁の形成に関係すると考えられる膜結合型の小胞が存在していた。また，phoront 中期から後期に，細胞

内の油滴から多層膜状構造が形成されることがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




